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武
士
の
絵
日
記 

 

「
石
城
日
記
」 

第
一
巻
か
ら
抜
粋 

 

慶
應
大
学
古
文
書
室 

蔵 
 

 

「
武
士
の
絵
日
記
」
（
角
川
ソ
フ
ィ
ア
文
庫
）
の
原
本
で
あ
る
「
石
城
日
記
」
は
、
武
蔵
国
忍
藩
の
下
級
武
士
で

あ
っ
た
尾
崎
石
城
が
、
文
久
元
年
（
一
八
六
一
）
六
月
か
ら
翌
年
四
月
ま
で
、
そ
の
日
常
を
記
録
し
た
絵
日
記
で
、

七
巻
か
ら
な
る
。 

 

尾
崎
石
城
の
通
称
は
隼
之
助
、「
石
城
」
は
字
で
あ
る
。
雅
号
に
㐮
山
・
貞
幹
・
華
頂
・
永
慶
な
ど
が
あ
る
。 

石
城
は
江
戸
詰
め
の
庄
内
藩
士
浅
井
勝
右
衛
門
の
次
男
で
あ
っ
た
が
、
忍
藩
の
尾
崎
家
の
養
子
と
な
っ
た
。
忍
藩

で
は
、
御
馬
廻
役
で
百
石
の
中
級
武
士
だ
っ
た
が
、
安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
、
二
十
九
歳
の
時
、
上
書
を
提
出
し

て
藩
政
を
論
じ
た
た
め
、
蟄
居
処
分
と
な
り
、
十
人
扶
持
の
下
級
武
士
と
な
っ
た
。  

 

 

 

 

石
城
は
多
く
の
随
筆
と
詩
を
書
き
、
軸
物
絵
、
屏
風
絵
、
襖
絵
な

ど
も
描
く
、
文
才
と
画
才
に
優
れ
て
い
た
。
友
人
知
人
の
依
頼
も
あ

り
、
行
灯
絵
も
描
い
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
仕
事
と
読
み
書
き
の
手
習

い
に
よ
っ
て
禄
を
下
げ
ら
れ
な
が
ら
も
生
計
を
立
て
て
い
た
。 

独
身
で
尾
崎
家
を
追
い
出
さ
れ
、
妹
夫
婦
（
妹
は
邦
子
、
夫
は
進
、

下
級
武
士
）
の
家
に
同
居
し
て
い
た
と
見
ら
れ
る
。 

こ
の
絵
日
記
を
書
い
た
の
は
三
十
三
歳
で
あ
っ
た
。 
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著
者
経
歴  

  


